
令和５年度 第５回 鯖江警察署協議会 開催結果 

 

１ 日時 

  令和６年２月２１日（水）午後２時００分から 

２ 場所 

  鯖江警察署 

３ 出席者 

  鯖江協議会委員      ６名 

  鯖江警察署 署長以下  １０名 

４ 議事 

 (1) 警察署長挨拶 

 (2) 協議会会長挨拶 

 (3) 令和５年度治安情勢の説明等 

 (4) 質疑応答 

   【委員】 

    知能犯とは何の犯罪を言うのか。 

   【警察】 

    選挙違反や特殊詐欺事件等のことです。 

   【委員】 

    これからますます機械の目が必要と 

    思われるが、ドラレコ購入の促進活動は行っていないか。 

   【警察】 

    参考とさせて頂く。 

   【委員】 

    特殊詐欺に関する数字を教えて欲しい。 

   【警察】 

    福井県全体で令和５年度は２９件、約６，０００万円で、そのうち当署は 

４件約１，２００万円である。令和４年より増えている。 

   【委員】 

    最近、行方手配のメールをあまり見ないが、数が減っているのか。 

   【警察】 

    数は増えているが、早期発見が多く、手配に至っていないだけである。 

   【委員】 

    地区に付いている防犯カメラについて、メンテナンス費が結構かかるため、 

費用補助を市等に要望してみると良いのではないか。 

   【警察】 

    参考にさせて頂く。 

   【委員】 

    災害で警察署の機能が失われた場合の移転はどうなっているか。 



    なお、能登半島地震の際、住民避難や交通規制はすみやかに行われたと聞 

いており、日頃の対策の結果と思っている。 

   【警察】 

    現在、検討中である。 

   【委員】 

    タイヤ交換の時期であるが、家の前に 

置いてあるタイヤの盗難はあるか。 

   【警察】 

    発生があるので、ガレージなど目に 

つきにくい場所に保管して頂きたい。 

   【委員】 

    人が集まる駅などの治安、鯖江駅や 

神明駅の治安はどうか。 

【警察】 

 今のところ、少年がい集している等の話は把握していない。 

【委員】 

    最近ニュースになっている児童虐待は発生があるか。 

   【警察】 

    身体への直接の虐待は把握していないが、夫婦喧嘩を子供の前でやること 

で面前ＤＶになることが多い。 

児童相談所や市役所とも連携して対応している。 

 


